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1⽉28⽇に、熊本⼤学准教授の苫野⼀徳准教授をお招きし、
校内研修として「本質観取」に取り組みました。本質観取とは、物事の
本質を⾔葉にしていく営みのことです。苫野先⽣は、全国的に著名な先
⽣でお忙しいなか時間をとっていただき、貴重な研修時間となりました。
本校の研究では、対話活動に⼒を⼊れています。さらに、⽣徒の主体

性育成が学校教育⽬標の柱です。今回は、この2点の視点から、研究部
と特別活動部の職員が協議し、「⽣徒が主体的に活動するために、教師
と⽣徒とが腹をわって話し合うことが⼤切」だという考えから、教師と
⽣徒とが参加する校内研修を初めて実施したものです。校⻑としては、
このような考え⽅が浸透していることを⼼強く思っています。
⽣徒会執⾏部・各課⻑と職員とが同じグループになり、「より良い⽣

徒会活動とは？」というテーマで本質観取を⾏いました。⽣徒も職員も、
同じ⽴場で活発に考えを交流し合うことができた貴重な時間でした。
最終的に全体でまとめた「よりよい⽣徒会活動とは…」

①共通の明確な⽬的を持ち、②参加的・双⽅向的・⾃分事的で、③活動
⾏動が連鎖していく、教師がサポートする⽣徒主体の活動である。
これからも、さらに⽣徒が主体となる学校を実現していきます！

ChariChari 家本賢太郎 社長 のメッセージ
1⽉29⽇に、レンタサイクルでおなじみChariChari社⻑の家本賢太郎⽒

をお招きして、3年⽣の学年社会の授業を⾏いました。3年社会科担当職
員の熱いラブコールに応えていただき、実現した授業です。
3年⽣に向けて、1時間のお話、その後20分間の質疑応答と、とても中

⾝が濃い熱いお話をしていただきました。⽣徒たちにもしっかり響いた
内容だったと思いますが、私⾃⾝にもビンビン響いた貴重な時間でした。
私の学校経営⽅針の⼀つに「ホンモノに触れさせる」があります。
本⽇の家本社⻑のお話は、

まさに「ホンモノ」。3年⽣
だけでなく、1，2年⽣にも
聞かせたい内容でした。
特に、社⻑からのメッセ

ージ、「あなたのおもいを
熱量をもって伝えよう」は、
私も共感した、全⽣徒に伝
えたい⼤切な内容です！

詳しくは、
Instagramで

https://www.instagram.com/kumadai_jhs/

